EAST OF EDEN ノ トウジョウ ジンブツ キャシー ト アロン オ ドウ ヨムカ by 佐藤 千幸 & Sato Chiyuki
　East　of　Edenの登場人物
一キャシーとアロンをどう読むか一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　序
　ジョン・スタインベック（John　Steinbeck）の『エデンの東』（East　of　Eden）を論ずる
際、作品の主軸である善と悪との対立、そしてその対立を象微的に表現するAとCとの対
立は、見逃せないテーマの一っである。しかしこの対立のみでは、作品中の膨大な数に及
ぶエピソードに見られる、登場人物達の内面の矛盾を解決する事は出来ない。1そしてそ
の矛盾において最も問題とされてきたのが、キャシー。エイムズ（Cathy　Ames）・別名ケイ
ト・オールビー　（Kate　Albey）の内的矛盾である。彼女の名の頭文字Cを見ても明らかなよ
うに、キャシーは単純な善悪の区別をするならば、悪の範疇に属すべき人物である。数々
の悪事を犯し、言うならば悪の権化という役割を担っている彼女が、最終的には息子アロ
ン・トラスク（Aron　Trusk）との対面を引き金に、自らを死に至らしめるという急激な変化
を起こす。この自殺に至る心的状況は、作品全体を通じて徹底して描かれてきた、彼女の
非人間性を覆すがごときものなのだ。
　では、そもそもこの作品におけるキャシーの位置付けを、スタインベックはどの様に考
えていたのであろうか。以下に示すのは、彼のキャシーに関する言及である。
Cathy　Ames　is　a　monster－－don『　t　think　they　do　not　exist。　If　one　can　be
born　with　a　twisted　and　deformed　face　or　body，　one　can　surely　also　come
into　the　world　with　a　malformed　soul．　All　this　we　will　go　into　in　the　body
of　the　book．　Cathy　is　important　for　two　reasons．　If　she　were　simply　a
皿onster，　that　would　not　bring　her　in．　But　since　she　had　the　皿ost　powerful
impact　on　Adam　and　transmitted　her　blood　to　her　sons　and　influenced　the
generations－－she　certainly　belongs　in　this　book　and　with　so而e　time　given
to　her．2
ここで著者も述べているように、「精神的奇形」（“amalformed　sou1”）を持っ「怪物」
（．°a田onster”）というプロトタイプ的な位置付けでは、キャシーという人物を作品に
取り込むことは出来ない。「怪物」としてその異常性を強調させるだけではキャシーの姿
は浮かび上がらず、他者との関係を通してしか彼女を掴む事は出来ないからである。他の
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登場人物達との強い関連があればこそ、キャシーは作品中に生命を与えられるのであり、
「作品に属す」ことになるのだ。そして他者との関係により、単なる「怪物」ではなくな
ったキャシー、っまり、〈人間〉としてのキャシーを考察する必要性が出てくるのである。
そして本稿では、キャシーと関連のある他者の代表として、彼女に自殺を決心させる直接
的なきっかけとなり、自らも死に向かう息子アロンを挙げ、A対C、つまり善対悪という
対立を越えた、二人のく人間〉の内面の葛藤を追うことにする。二人の対面が何故両者共
々自己破壊に至らしめたのか、またA対Cという枠組みを越えるものとは一体何であるの
かを論じ、キャシーという女性を浮かび上がらせてみたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　多くの批評家達がキャシーを悪という範疇に押し込めてしまう主要な理由に、彼女が親
殺し・子捨て・夫アダム（Adam）の弟チャールズ（Charles）との近親相姦的関係、という、
〈家族〉を保持するに不可欠なタブーを犯してゆくことが挙げられる。キャシーがそれら
のタブーを犯してゆくのは、無論彼女にとってそれらがタブーではないからで、彼女の意
識においては人間社会の縮図であるく家族〉という枠組みすら存在し得ないからである。
キャシーにとって人間社会は虚構にすぎず、「他者はすべて怪物」3であり「林立する．敵」
（“the　forest　of　her　enemies”）’1にすぎない。このキャシーの誇大妄想とも取れる
幻想は、彼女なりの〈自己〉を存続させるための手段であり、この幻想によってアイデン
ティティを保持しているのである。そしてまた、人間の性的衝動を巧みに利用することで、
その人間の心をも操ることが可能であるというもう一っの幻想を持ち合わせ、その幻想に
よりキャシーは，生まれながらのく娼婦〉としてのく自己〉を確立してゆく。したがって
キャシーの幻想においては、人間社会という彼女から見れば虚構にすぎぬものの中で、〈
娼婦〉として硬女の「敵」達の性を操り利用することで安堵感を得、自己保存を可能にし
ているわけである。
　しかしながら、彼女が保ち続けた〈自己〉が危機に晒される時がやって来る。それが、
アダムとの出会いなのであった。アダムが構築したエデンは、言い換えれば彼の幼年時代
からの愛情への渇望を癒すためのものである。彼は義母アリス（Alice）を愛しながらも、
その愛に気付いては貰えず、常に寂しさに苛まれていた。そして無意識のうちにアリスへ
の憧憬を募らせ、激情を胸に秘めてゆくのである。
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八nd　he　ached　toward　her　with　a　Ionging　that　was　passionate　and　hot，　He　did
not　kno冒　胃hat　it　胃as　about，　but　a且l　the　藍ong　lack　of　holding，　of　rocking，　of
caressing，　the　hunger　for　breast　and　nipPie，　and　the　softness　of　a　lap，　and
the　voice－tone　of　love　and　co旧passion，　and　the　sweet　feeling　of　anxiety－－
all　of　these　were　in　his　passion，and　he　did　not　know　it　because　he　did　not
know　that　such　things　existed，　so　how　couId　he　miss　them？　（PP．27－8）
「懐に抱かれ」「愛撫される」ことの欠如は、アダムに母親の柔らかな愛情に包まれたい
という強い願望を抱かせる。そしてこの願望は長い間無意識の底に追いやられ、キャシー
と出会うことで初めて意識に上ることになるのである。それは、怪我を負ったキャシーを
看病する場面に強く表され、そこには、子供の頃アリスに看病して貰い彼女の愛を独り占
め出来たことへの喜びと、同時に、アダムと同じく愛に飢えていた義母アリスへの同情と
が、再燃している。つまり彼の寝室でキャシーと二人きりになったアダムは、当時の状況
を思い浮かべキャシーとアリスを同r視することで，母親の愛を独占したという満足感を
再現している。と同時に、父親サイラス（Cyrus）に愛を与えて貰えなかった義母、ここで
は義母の姿を投影したキャシーに対し、今度はアダム自身が看病を通して愛を与え、子供
時代に気付いては貰えなかった彼の義母への愛情を、認知させようとするのである。
His　mind　went　back－－it　was　this　room，　this　bed．　His　step皿other　was　standing
over　him　with　a　damp　cloth　in　her　hand，and　he　could　feel　the　littIe
running　Pains　as　the　water　cut　through．　And　she　had　said　something　over
and　over．　He　heard　it　but　he　could　not　remember　what　it、was．　舶You　　’　11　be
ali　right，”　he　said　to　the　gir1［Cathy］．．．．
As　he　worked　gently　with　his　cloth　a　huge　warmth　crept　over　him．　“You　can
stay　here，”　he　said．　騒Y6u　can　stay　here　as　long　as　you　want．　工’　l　l　take
care　of　you，”　（PP．145－46）
　アダムはこうして、〈母親〉としてのキャシーを愛するようになり、カリフォルニア
（California）へとエデンの創造を目指して移住してゆく。彼にと6てのエデンは、愛情深
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い母親の存在する家庭であり、キャシーという女性を彼は、理想の母親というヴェールを
通してしか眺められなくなる。またキャシーは実際に妊娠をし「、彼女に対するアダムの
幻想は一層現実味を帯びてゆくのである。
　しかしキャシーにとっては、アダムの幻想に巻き込まれてゆくこと、っまり彼の母親像
を投影されてゆくことは、生まれながらのく娼婦〉であるという彼女のアイデンティティ
を揺るがすことを意味する。その上実際に母親となることになってしまったキャシーは、
自己保存の危機に立ち向かわねばならなくなるのである。そうして、崩れかけた精神的同
一性を守るがために自ら堕胎を試みるのだが、結局は失敗に終わることになり、〈娼婦〉
とく母親〉という両極への分裂を、黙って見過ごさねばならない状況に陥ってゆく。そし
て最終的に出産の時を迎え、二卵性双生児のアロンとカレブ（Caleb）をこの世に送り届け、
実際のく母親〉としてのキャシーが、双子の誕生と共に生まれたのである。しかし、＜母
親〉キャシーの誕生に至る過程は尋常ではない。リー（Lee）の言葉を借りるならば、それ
は「出産というよりはむしろ命を賭けた激しい格闘」（p．249）であったのだ。っまりキャ
シーにとっての出産は、精神の均衡を揺るがし、〈娼婦〉としてのキャシーから〈母親〉
としてのキャシーが分裂してゆくという、精神的な死を意味するものなのである。ゆえに、
その「激しい格闘」の後、分裂した〈母親〉としてのキャシーをアダムのエデンに残して、
〈娼婦〉としてのキャシーはその生命を取り戻すがためにアダムと子供達を捨て、〈娼婦
〉ケイトとして生きてゆく決心をする。ここに、ミミ・レイセル・グラッドスタイン
（Himi　Reisel　Gladstein）の指摘する“she［Cathy／Kate］is　both　a　mother’and　a
whore．”bという図式が完成し、同時に、〈母親〉の愛情に満ちた家庭になるはずであっ
たアダムの〈エデン〉は崩壊し、現実に直面したくエデンの東〉が出現するのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　II
　〈母親〉の存在する暖かいエデンが崩壊したとはいえ、〈エデンの東〉となったトラス
ク家には、キャシーから分離した、〈母親・キャシー〉の影が強く留まっている。特に双
子の兄であるアロンは、成長するにつれて強く母親を求めるようになり、父アダムと同じ
じような母親像への幻想を抱くようになる。そして、アダムがその幻想をキャシーに投影
させたごとく、アロンもまた、その恋人アブラ（Abra）に理想の母親像を負わせてゆくので
ある。その徴候は、二人の子供時代から始まる。
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冒hen　she　and　Aron　are　both　children，　she　mothers　him　and　treats　　him　with
“condescending　wisdom”　（P．554）．　In　their　p置ay　she　wants　to　pretend　to　be
his　wife．　bロt　Aron　wants　her　to　be　the　mother　he　never　had，　a　role　she
slips　into　easily．　She　coos　at　Aron，　“Come，　my　baby，　put　your　head　in
Mother’s　lap　”　（P．555）．　　7　［italics　mine］
その当時のアブラは、アロンに言われるが儘に彼の母親としての役割を買って出る。なぜ
なら彼女は早く大人になりたいという願望を持ち、たとえ飯事遊びにおいてでも、大人と
して誰かの面倒を見ているという満足感を得たがっているからである。同時にアロンも、
母親の愛を感じられる擬似体験によって強い満足感を覚え、「何かに憧れ何かを欲し、そ
れを手に入れた」（p．559）ことに歓喜し、涙を流すのだ。
　しかしながら、飯事遊びの世代を終え、本当の大人の女性に成長したアブラは、〈飯事
遊び〉を続けるアロンに次第に疑問を抱くようになる。彼にとってのアブラはいっになっ
ても、彼を暖かく抱擁してくれる〈母親〉の儘であり、一人の人間として、また大人の女
性としてのアブラを彼は認めることが出来ない。そのようなアロンに不満を持っアブラは、
次のように述べる。
　　“I　figured　this　out　and　Iρm　not　quite　finished　figuring，　I　thought
he　al冊ays　felt－－well，kind　of　crippled－－maybe　unfinished，　because　he
didn’t　have　a　mother．”　（P．641）
He　doesn’t　think　about　me．　He’s　made　someone　up，　and　it’s　Iike　he　put　my
skin　on　her．　1’m　not　like　that－－not　l　ike　the　田ade－up　one。”　（P，642）
　　“He　doesn’t　know　me．　He　doesn　　’t　even　want　to　know　me．　He　wants
that－－vhite－－ghost．　”　（P．643）
アブラという独立した自己に対し、アロンは自ら作り上げた美しい母親像、換言すれば
「天使達と一緒に天国にいる」（p，444）清廉で慈愛に満ちた母親の姿、を描き転写し、
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〈アブラ〉＝〈理想の母親〉という図式を編み出してゆく。そして、「完成されていない」
自己をくアブラ〉という清らかな母親によって完成させ、その自己を、〈母親〉と同じく
汚れなきものとして保ち続けなければならない、という幻想に、アロンは次第に包み込ま
れてゆくのである。
　思春期を迎え、性的エネルギーの活動が活発化すると、アロンはそのエネルギーをアブ
ラに向けず、宗教に向けるようになる。なぜなら、彼にとってはく母親〉であるアブラを
対象として、性的エネルギーを発散させる訳にはゆかないという抑圧が生じているからで
あり、彼にとっての性は、清いく母親〉の息子であるという理想の自我において、受け入
れては貰えぬ疎ましいものだからである。しかし、そのような理想＝幻想とは裏腹に、彼
の内側には押さえられない衝動が直走っている事実は変わらない。彼は理想的な自我によ
って現実的な自我を見失い、外界との接点を持ち得なくなってゆく。そのような彼は、理
想的な自我を満足させてくれる唯一の場所、つまり天国にいるく母親〉に最も近く、汚れ
のない場所として、教会を選ぶのである。しかしそこで得たことといえば、性の否定と、
例えば売春など日の目を見ない現実の否定のみであり、彼の幻想とその理想的自己は、ま
すます現実との接点を失ってゆくことになる。そして大学に入学した後も、現実を認めず
幻想の中に生きようとするために、学究生活にも馴染めぬ儘外界から切り離されてしまい、
性的エネルギーを向かわせる対象として、〈アブラ〉という仮面を被った〈理想の自己〉
それ自体を選択するのである。彼はく母親〉としてのアブラ、つまりここではく理想の自
己〉と化してしまったくアプラ〉に、彼の理想が受け入れられぬ現実としての自我一一性
的満足を得たいという汚れた欲望に塗れた自我一一を責め立てる手紙を書き付ける。そし
て、夜毎幻想の自我に現実の自我を晒す事で、現実の汚れた自我が浄化されたという満足
感を得るのである。
At　night　when　his　studying　was　over　he　went　to　his　nightly　letter　to　her
as　one　goes　to　a　scented　bath．　And　as　ム上≧二旦　became　more　radiant，more　pure
and　beautiful，Arorl　took　an　increasing　joy　in　a　collcept　of　his　own　wicked－
ness．　In　a　frenzy　he　poured　joyous　abjectness　on　paper　to　send　to　her，　and
he　胃ent　to　bed　purified．　as　a　旧an　is　after　sexual　love。　［italics　mine
（p．677）］
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　このようにして、アロンは理想的な自己によって現実の自己を批判し、汚れた自己を浄
化させることでアイデンティティを保ってゆく。しかし、彼の〈理想の母親〉によって確
立された理想的自己は、単なる幻想にすぎぬことをアロンは気付いていない。彼のいうく
理想の母親〉とは、元を正せぱ作り上げられたものにすぎず、彼の実際の母親は〈母親〉
としての役割を捨て、極めて悪徳に満ちたく娼婦〉として生きている女であるという事実
を、彼は想像することさえ出来ないからである。そのようなアロンが、キャシーというく
娼婦〉をく母親〉として紹介された時、彼ゐ理想の母親像と共に理想的自己までが音を立
てて崩れ落ち、彼の内部には汚れた自我のみが残ることになるのである。そして、汚れた
現実の自我、言い換えれば性的欲望に塗れた、〈娼婦〉の息子であるという自我を、浄化
させ得る術がもう存在しえないということに絶望感を抱くのだ。その結果、浄化出来ぬ現
実の自我を破壊するよりほかなく、第一次世界大戦中の軍隊に自ら志願し、事実上の自殺
へと駆り立てられてゆくのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　III
　アロンが母キャシーに会ったことで自己破壊へと向かったならば、息子アロンに会った
キャシーもまた、自己保存の危機を眼前にする。先に述べたように彼女は、人間社会を虚
構と見倣し、他者との関係を断ち切ろうとした人物である。ルイス。オーエンス（Louis
Owens）の指摘によれば、スタインベックの作品中の登場人物において、キャシーほど孤立
した人物はいない。Hそしてキャシーが他者から孤立しているということは、彼女の愛読
書が『不思議の国のアリス』（Alice　In　Wonderland）’，であることに非常に良く象徴さ
れている。作品中に繰り返し登場するこの作品は、キャシーがアリスを同一視しているこ
とを示し、また、アリスにとってのく不思議の国〉は、キャシーにとっての人間社会とい
う虚構を意味することを示している。つまり、兎や猫やトランプに囲まれ、それらの行為
を理解し難い馬鹿げたものとしてく不思議の国〉を眺めているアリスのように、キャシー
は人間社会をく不思議の国〉として捉え、人間達を理解不可能なものとして見ているので
ある。アリスもキャシーも、明らかに外界から〈不思議の国〉の内部を眺める部外者であ
り、その内部においては孤立せざるを得ない存在である。キャシーはしたがって、早くか
らアリスを唯一の友と見倣し、孤独な心をアリスによって癒している。
　しかしながら、〈不思議の国〉を外界から眺めるという、部外者としての自己を確立さ
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せたキャシーも、次第に部外者としての自己以外に、別の自己が存在することに気付いて
ゆく。〈娼婦〉ケイトとして、アダムやもう一人の息子カレプと対面する度に、彼等に恐
れを抱いている自己を認めるようになるのである。なぜなら二人によってキャシーは、徐
々に現実を、つまり無意識の底に淘むく母親〉としての人間社会との繋がりを、意識に上
らされてゆくからである。例えばカレブの、　‘‘Idon－tthink　the　light　hurts　your
eyes．　I　think　you’re　afraid．”（p．605）という言葉に表されているように、　「光」と
いう作品中において現実社会を象徴的に示しているものを通して、キャシーの「光への恐
れ」が、実際は彼女のく現実認識〉への恐れを意味していることを、暴露されてゆくのだ。
　キャシーは生まれながらの〈娼婦〉であるという自己認識によって、「光のない」闇の
世界でしか生きられないという幻想に支えられている。「光」，に溢れた昼間の世界こそが、
彼女にとっては〈不思議の国〉であり、部外者として「光」とその世界を否定しているの
である。しかしながら、昼間の世界に生きるアダムやカレブとの接点を持っことでキャシ
ーは、人間社会の部外者であるという幻想に支えられているにすぎない自己を、徐々に認
識してゆくのである。カレブとの対面（第39章）の後、彼女がモルヒネに手を伸ばすこと
に表されているように、幻想に気付き現実を認識し始めてしまったことは、彼女にとって
は、自己を破壌せねばいられない時が近いうちにやって来ることを意味するのである。
　そして、アロンとの対面が、彼女を崩壊せしめる最終的なきっかけとなってゆく。キャ
シーの前に立っアロンは、彼女自身の外見に非常に良く似ていて、無邪気な表情とガラス
のような繊細さを備えている少年である。そのようなアロンが、目の前のく娼婦〉キャシ
ーをく母親〉として認めた瞬間、彼の自己が崩れ去ってゆくのをキャシーは大声で笑いな
がら眺めている。しかしその笑いは、内面の衝撃を隠すための“the　quickest　and　best
self－protection”（p．708）にすぎない。彼女はカレブには感じなかった、アロンへのく
母親〉としての同情と愛情への認識から、身を守ろうとしたのである。そしてこのく母親
〉としての感情こそが、彼女がずっと否定し続けてきた〈母親〉としての自己を、認めさ
せざるを得ないもので、アロンが現実の自我に気付き、自己を崩壊させたように、キャシ
ーもく母親〉であるという現実、〈母親〉として「光」の世界の人間達と心の接点を持ち、
その世界に自分自身も存在し得るのだという現実、を認識し、現実の自己を消し去るため
に自殺へと追い込まれてゆくのである。
　彼女の最期の場面は印象的である。現実の自己を認識し死に追いやられても、キャシー
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はまだ、アリス、っまり幻想の世界に生き長らえている一人の少女に繕ろうとする。体を
小さくする薬＝モルヒネを飲み、アリスと手を繋いで死の世界一一幻想を保持することの
出来る世界一一へと旅立とうとするキャシーはしかし、　凹Alice　doesn’tknow、　r　m
going　right　on　past．”（p．715）と思考を巡らす。っまり、自分がく不思議の国〉の部外
者ではなく、内部に住む者であったという事実を最終的には受け入れ、アリスとは違う種
類の人間としてアリスに気付いては貰えぬまま、死の世界へと消え去るのである。キャシ
ーにとってアリスは、彼女自身の内面における幻想上の自己そのものであり続け、キャシ
ーの最期において、その〈アリス〉である自我を残した儘、現実の自我としてのくキャシ
ー〉を破壊し、消えてゆくのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV
　直面した現実により引き起こされた内面の分裂に耐え切れず、引き裂かれてゆく自我に
よって身を破滅させざるを得なかった二人が、キャシーとアロンという母子である。キャ
シーは、双子を出産した時点で事実上の精神的死を迎えていたのであり、どんなにその事
実から逃れようとも、　“She　is　both　a　mother　and　a　whore．”という図式は変えられ
ない。そしてく娼婦〉としてのみならず、〈母親〉として人間社会と接点を持ち続けてい
たという事実も、決して捨てられるものではないのである。二人の母子は、それぞれに〈
エデン〉一一幻想の世界一一を持ち続け、二つの〈エデン〉は両者にとつて決して接し得
るはずのないものであった。しかし母と子という現実は変えられようになく、接点を持た
ざるを得なくなった時に、両者の〈エデン〉は崩壊してしまうのだった。二人は、精神の
〈エデン〉においてしか、っまり理想的自己としてしか、生きてはゆけぬ人間であったの
だ。内面における現実と理想は決して別物ではなく、背中合わせのものにすぎない。それ
ら二っの自我を認められなければ、その分裂に苦しみ、どちらかの自我を消滅させるしか
なくなるのである。幻想のみ存在する〈エデン〉ではなく、現実と幻想の混在する〈エデ
ンの東〉に住むためには、精神においての自我の混在を認識すべきであり、一方の自我の
みしか認められなかったキャシーやアロンは、人間社会であるくエデンの東〉から追放さ
せられざるを得ないのである。
　スタインベックの女性像の中で、母親像はその核をなしている。　『怒りの葡萄』（The
Grapes　of　Vrrath）のMaを通し、著者が正の母親像を造形したとするならば、『エデンの
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東』のキャシーは負の母親像として作品中に生命を与えられている。そして、Maがその子
供達に生命力を与え、正の関係を保っているのに対し、キャシーはア0ンに死をもたらす
という、負の母子関係を持っのである。Maという“earth－mother”の範疇に属す母親像1°
からの脱出を図った女性像の一っとして、このキャシーという女性は考察を要する重要な
人物なのである。
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